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地
域
公
共
交
通
と
は
電
車
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が
通
学
や

通
勤
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
身
近
な
移

動
手
段
と
し
て
手
軽
に
利
用
で
き
る
交
通

手
段
で
す
。

　

し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利

用
者
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
公
共
交
通
事
業

者
の
収
益
が
減
少
し
、
運
賃
の
値
上
げ
や

便
数
の
削
減
、
路
線
の
廃
止
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

一
方
、加
速
す
る
高
齢
化
社
会
に
よ
り
、

バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
の
重
要
性
が

高
ま
り
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
平
成
21
年
３
月
、
公
共
交
通
事
業

者
、
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
、
学
校

関
係
者
、
商
業
関
係
者
、
公
共
交
通
空
白

地
域
の
町
内
会
、
北
海
道
運
輸
局
、
留
萌

振
興
局
な
ど
と
、
留
萌
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
市
民
の
交
通
手
段
の
確
保
の

た
め
、
バ
ス
路
線
の
見
直
し
や
バ
ス
に
よ

る
実
証
運
行
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
留
萌

市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
22
〜

26
年
度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

は
、
市
内
全
域
を
計
画
区
域
に
定
め
、
下

記
の
４
つ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、
短
期

的
計
画
と
中
・
長
期
的
計
画
の
２
つ
の
計

画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

短
期
的
計
画
は
、
22
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
実
証
期
間
を
経
て
、
25
年
度
ま
で

に
本
格
的
な
運
行
と
持
続
可
能
な
運
営
体

制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

中
・
長
期
的
計
画
は
、
22
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
継
続
的
に
協
議
を
行
い
、
本
格

的
な
運
行
と
着
実
な
事
業
の
展
開
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
中
は
関
係
者
と
密
接

に
連
携
し
、
市
民
と
の
合
意
を
図
り
な
が

ら
、
継
続
的
に
評
価
お
よ
び
改
善
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
策
定
の
た
め
に
、
地
域
公
共
交
通
の

ニ
ー
ズ
や
日
常
の
移
動
手
段
の
把
握
を
目

的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
利
用
者
実

態
把
握
の
た
め
、
市
内
バ
ス
の
乗
降
者
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

に
基
づ
き
、
見
晴
町
や
千
鳥
町
、
春
日
町

の
公
共
交
通
空
白
地
域
を
対
象
に
、
平
成

21
年
度
に
路
線
バ
ス
の
試
験
運
行
、
22
年

度
に
は
実
証
運
行
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
見
晴
町
６
丁
目
を
帰
着
点

に
留
萌
駅
を
経
由
し
、
市
立
病
院
を
往
復

す
る
路
線
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

一
定
の
利
用
が
見
込
め
る
と
し
て
、
23
年

10
月
か
ら
沿
岸
バ
ス
株
式
会
社
を
運
行
主

体
に
「
日
東
団
地
線
」
の
本
格
運
行
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
東
団
地
線
は
、
小
回
り
が
利
き
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
小
型
の
低
床
バ
ス

を
導
入
し
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く

１
日
上
下
４
便
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

23
年
10
月
の
運
行
開
始
か
ら
25
年
９
月

ま
で
の
２
年
間
に
延
べ
１
９
，
１
５
８
人

が
利
用
し
、
目
標
の
１
日
1
便
当
た
り
の

平
均
乗
車
人
数
10
人
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

【
基
本
方
針
】

①
地
域
特
性
と
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
即
し
た
効
率
的
な
公

共
交
通
の
構
築

②
中
心
市
街
地
と
地
域
公
共
交
通

の
連
携
に
よ
る
相
互
の
活
性
化

を
推
進

③
市
民
の
公
共
交
通
に
対
す
る
意

識
向
上
と
幅
広
い
交
通
情
報
の

発
信
な
ど
に
よ
る
公
共
交
通
の

利
用
促
進

④
誰
も
が
利
用
で
き
る
快
適
な
公

共
交
通
の
利
用
環
境
整
備

　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
今
後
も
交
通
需
要
を
的
確
に
把
握

し
、
需
要
の
少
な
い
バ
ス
路
線
や
時
間
帯

の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
再
編
、
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
と

留
萌
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
の
設
立

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
に
基
づ
き
推
進

地
域
公
共
交
通
の
必
要
性

日
東
団
地
線
が
本
格
運
行

多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た

交
通
体
系
の
実
現
を
目
指
し
て

の
連
携
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
促
進
、

地
域
公
共
交
通
の
利
用
意
義
を
伝
え
る
教

育
や
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
啓
発
活
動
、
地
域

懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
生

活
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た
交
通
体
系
と
マ
チ

づ
く
り
と
の
連
動
を
図
り
、
円
滑
で
効
率

的
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲今後、重要性が高まる地域公共交通

　

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
見
晴
町

６
丁
目
午
前
10
時
発
の
第
２
便
で
、
６
，

７
７
０
人
と
全
体
の
約
35
・
３
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
利
用
者
が
増

加
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

区　　分

平成23年10月
〜24年3月

平成24年4月
〜24年9月

平成24年10月
〜25年3月

平成25年4月
〜25年9月 ２年間の合計

乗車人数 乗車人数 乗車人数 乗車人数 乗車人数 １日１便当たり
の平均乗車人数

見
晴
町　

６
丁
目
発

１便（  7:53） 1,171人 1,014人 1,217人 1,133人 4,535人 9.4人

２便（10:00） 1,911人 1,562人 1,785人 1,512人 6,770人 14.1人

市
立　

病
院
発

３便（11:30） 1,016人 947人 1,016人 919人 3,898人 8.1人

４便（15:40） 1,032人 731人 1,236人 956人 3,955人 8.3人

合　　計 5,130人 4,254人 5,254人 4,520人 19,158人 10.0人

●日東団地線の便別乗車人数と１日１便当たりの平均乗車人数

市民の身近で手軽な交通手段

市
は
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
に
基
づ
き
推
進
し
、
円
滑
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地域公共交通を
　利用しましょう

さまざまな活動を通して効率的な
公共交通の実現を目指します

●市内循環バス、
　通院・買物バスの運行
●公共交通空白地域への
　路線の整備

●中心市街地の商店街との
　連携
●地域公共交通の利用意義
　を伝える教育、ノーマイ
　カーデーの促進
●公共交通セミナー、
　地域懇談会の開催

▲小型の低床バスを導入

▲活発な意見が交わされた地域懇談会

今後も


